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【
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】こ
れ
ま
で
の
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、「
0
5
7
0（
0
6
4
）3
7
0
」も
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。
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後期高齢者医療について後期高齢者医療について後期高齢者医療について

下
水
道
及
び
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
に
流
せ
な
い

も
の

　

下
水
道
及
び
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
は
、し
尿

及
び
生
活
雑
排
水
の
み
を

対
象
と
し
た
も
の
で
す
。

ご
み
や
野
菜
く
ず
、油
類
、

農
薬
、揮
発
性
の
物
質
等

は
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

※
こ
れ
ら
の
も
の
を
流
し

た
こ
と
に
よ
り
排
水
管

が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
修
繕
に
多
額
の
費

用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た

場
合
、宅
内
の
排
水
設
備

の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は

お
客
様
負
担
と
な
り
ま

す
。ま
た
、本
管
で
あ
っ
て

も
、お
客
様
の
過
失
と
判

断
さ
れ
た
場
合
、復
旧
に

要
し
た
費
用
を
お
客
様
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
。

飲
食
店
等
で
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
る

方
へ
の
お
願
い

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

は
、排
水
に
含
ま
れ
る
油

脂
分
や
ご
み
な
ど
を
取
り

除
く
た
め
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。定
期
的
に
清
掃

し
な
い
と
グ
リ
ー
ス
ト

ラ
ッ
プ
の
機
能
が
低
下

し
、排
水
設
備
の
詰
ま
り

や
悪
臭
な
ど
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
清
掃

は
毎
日
1
回
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
少
な
く
と
も
週
に
1
〜

2
回
浮
い
た
油
を
す
く

い
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
少
な
く
と
も
年
に
4
〜

6
回
沈
殿
し
た
汚
泥
を

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

■後期高齢者医療被保険者証が更新されます
　現在お使いの後期高齢者医療被保険者証の有効期限は、本年7月31日までです。8月から使用する
被保険証は、縦長大判の封筒(茶色)に入れて７月下旬に郵送します。8月1日以降は、7月に郵送する新
しい被保険証を医療機関等の窓口に提示してください。
　なお、現在お使いの被保険証は、8月1日以降に保険課まで返却してください。

■限度額適用・標準負担額減額認定証について
　世帯の全員が住民税非課税の場合は、診療を受ける際に『限度額適用・標準負担額減額認定証』を医
療機関に提示することにより、医療費の支払いが一定額にとどまります。また、入院時の食事代が減
額になります。該当する方は保険課窓口にて申請してください。
　なお、次のいずれにも該当する方については、認定証を被保険者証に同封して送付いたします。
　　●過去に限度額適用・標準負担額認定証の交付を受けたことがある方。
　　●平成27年度の負担区分が低所得区分である方。

▶問い合わせ先＝保険課　国保年金係　　　　913456

▼
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合
わ
せ
先
＝

　

上
下
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道
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務
係

　
　
　
　

9
1
6
8
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保
険
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度
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ご
利
用
く
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さ
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前
年
の
所
得
が
一
定
以

下
の
場
合
、申
請
手
続
き

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る

と
、国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ

れ
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
免

除
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
、基
準
は
世
帯
の
構
成

人
数
等
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
一

部
を
免
除
す
る
一
部
納
付

制
度
の
適
用
を
受
け
て

も
、納
付
す
べ
き
一
部
保
険

料
を
納
付
さ
れ
な
い
場

合
、免
除
の
期
間
と
は
な

ら
ず
未
納
期
間
と
な
り
ま

す
。未
納
期
間
が
あ
る
と

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場

合
に
、年
金
を
受
け
取
る

事
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
＝
7
月
1
日（
水
）〜

▼
免
除
承
認
期
間
＝

平
成
27
年
7
月
〜
平
成

28
年
6
月
分

▼
必
要
な
も
の
＝

・
印
か
ん

・
年
金
手
帳
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の

・
代
理
申
請
の
場
合
は

運
転
免
許
証
な
ど

・
離
職
に
よ
る
免
除
を

希
望
の
場
合
は
離
職

票
又
は
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証

▼
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い
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せ
先
＝
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【
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】「
嫌
や（
1
8
8
）　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル　

泣
き
寝
入
り
」で
覚
え
ま
し
ょ
う
。

11

消
費
豆
知
識
㉖

〇
日
本
年
金
機
構
の
個
人
情
報
流

出
に
便
乗
し
た
電
話
に
注
意
！

①
日
本
年
金
機
構
を
名
乗
る
者
か

ら
電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の
年

金
の
個
人
情
報
が
も
れ
て
い

る
。
空
き
巣
に
入
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
る
の
で
削
除
し

て
あ
げ
る
」と
言
わ
れ
た
が
、あ

や
し
い
と
思
い
す
ぐ
に
電
話
を

切
っ
た
。

②
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

「
年
金
機
構
の
件
を
知
っ
て
い
る

か
。あ
な
た
の
個
人
情
報
が
3
社

に
も
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。そ
の
う
ち
2
社
に
つ
い
て
は

削
除
で
き
た
が
、1
社
の
削
除
が

で
き
な
い
。削
除
し
て
く
れ
る
団

体
を
紹
介
す
る
」と
言
わ
れ
た
が

本
当
か
。

③「
年
金
情
報
の
流
出
を
調
査
し
て

い
る
。あ
な
た
の
ほ
か
に
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
家
族
は
い
る
か
」

と
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

日
本
年
金
機
構
に
お
け
る
個
人

情
報
流
出
に
関
連
し
た
事
例
の
よ

う
な
不
審
な
電
話
に
つ
い
て
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。

・「
流
出
し
た
年
金
情
報
を
削
除
で

き
る
」な
ど
と
い
っ
た
不
審
な
電

話
や
勧
誘
が
あ
っ
て
も
、相
手
に

せ
ず
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
日
本
年
金
機
構
や
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等

の
職
員
が
電
話
や
メ
ー
ル
で
連

絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、上

三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
＝

　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
4
時

▼
相
談
場
所
＝

　

上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
振
興
課
内
）

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝

　
　
　
　

9
1
5
3

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

事
例
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▶問い合わせ先＝福祉課　福祉人権係　　　　 9128

地区 明治地区上三川地区本郷地区

日時

場所

7月16日（木）
午前9時～11時

7月15日（水）
午前9時～11時

7月13日（月）
午前9時～11時

石田
コミュニティセンター

白鷺神社本郷小学校図書館

　『社会を明るくする運動』は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した方たちの立ち直
りについて理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を
作っていこうとする全国的な運動です。
　まずは、『できること』から地域のすべての人がそれぞれの立場で関わっていく必要がありま
す。私たちの暮らす地域から犯罪や非行をなくすために、普段の生活の中で『できること』を探し
てみましょう。家族や地域に住む人との絆を強くすること。地域の交流を深める催しに参加する
こと。まずは、それぞれの立場で『できること』を始めましょう。
　「青少年は地域社会がはぐくむ」という観点に立ち、町では、地域社会が犯罪や非行の防止に対
して一体となった取り組みを進めるため『ミニ集会』を開催します。
　どなたでもご自由に参加できますので、お気軽にご来場ください。
『ミニ集会』
▶日時・場所＝下表の通り（受付：午前9時～）
▶内容＝警察官による講話・フリートークなど

『社会を明るくする運動』とは？

7月は『第65回社会を明るくする運動』強調月間7月は『第65回社会を明るくする運動』強調月間7月は『第65回社会を明るくする運動』強調月間7月は『第65回社会を明るくする運動』強調月間
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